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21世紀の国民病とも呼ばれたウイルス肝炎に対して我が国では国を挙
げての対策がとられてきました。その内容は肝炎対策基本法に基づく
ものです。

肝炎対策基本法には肝炎対策基本指針が定められており、この中の一
つに“肝炎に関する啓発及び知識の普及”並びに”肝炎患者等の人権
の尊重”に関する事項が挙げられています。

この研究班は“肝炎に関する啓発及び知識の普及”を目標にしていま
す。同時に肝炎対策基本指針の中に定められている“肝炎の予防のた
めの施策に関する事項”に関する研究を行うことも目的にしています。

研究テーマは次の３つが柱となっています。
一般生活者・保育施設勤務者・医療従事者を対象としたe-learning systemの構築

HBワクチンの接種状況・感染状況に関する調査

急性肝炎の発生状況にする正確な状況把握の検討

研究班の目的

肝炎情報センターによるイラスト集より
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感染経路に関する知識

一般生活者

医師

歯科医

注１：分母は、全回答者数（1315人）
注２：経路の○印は、正経路

看護師

2014年度 厚生労働科学研究“集団生活の場における肝炎予防ガイドラインの作成のための研究”班報告書より

 一般生活者の多くはウイルス肝炎の感染経路が正しく理解できていない。

 医療従事者であってもB型肝炎・C型肝炎の感染経路に対する理解は不十分である。
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一般生活者・保育施設勤務者・医療従事者を対象とした
e-learning systemの構築

肝炎ウイルスの基本、感染経路を知ってもらうためのe-learning (すべ
ての人を対象とする)

一般生活者に対し、日常生活の行為の中で肝炎ウイルスに感染する可能
性の高い行為・低い行為を知って頂き適切に対応して頂くためのe-
learning(医療施設勤務者・肝炎コーディネーターなども対象とする)

保育施設勤務者に対して適切な感染対策を学んで頂くためのe-learning

高齢者施設勤務者に対して適切な感染対策を学んで頂くためのe-
learning
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ハイリスク行為は家族内・パートナー間での濃厚接触であると簡潔に述べた。

他のハイリスク行為として血液が付着している可能性のあるものの共有をあげた。
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日常生活で肝炎ウイルスの伝播は極めて起こりにくいことをはっきり述べた。

ウイルスキャリアに対する偏見・差別の撤廃に役立てることを意識した。 6



ウイルスキャリアの方、同居する家族に対する啓発も兼ねて作成した。

肝炎ウイルス以外のウイルスに適応可能な“血液エチケット”でもある。 7



ＨＢＶキャリアの同居する家族に対してワクチンの接種をお勧めした。
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ＨＢＶキャリアの血液・体液に触れる可能性のある職業に従事する人に対し
てワクチンの接種をお勧めした。
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保育施設に勤務する人は、不特定多数の人の血液・体液に触れるにも関わら
ず感染予防は不十分である。

保育施設勤務者：保育の場の現状

2020年度 研究班の調査より

n=20（大阪府の保育施設勤務者）
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保育に従事する人に対してワクチンの接種をお勧めした（保育所における感
染症対策ガイドライン（厚生労働省2018年3月）でも勧められている）。
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現場で問題になる“ウイルスの含まれている唾液が付いたものの扱い”を明
記した。
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高齢者施設に勤務する人に対して、傷・血液・体液の扱い（標準予防策）を
わかりやすく示した。

15



高齢者施設に勤務する人自身がキャリアであっても施設での就労に問題はな
いことを明記した。
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今後の展望

様々な対象に対する啓発の展開

一般生活者向けのもの：一般生活者に加え、医療関係者・肝炎医
療コーディネーター・患者さんとご家族などへの展開

保育施設者向けのもの：保育施設に加え小児の集まる施設（児童
館など）への展開

高齢者施設向けのもの：高齢者施設のみならず施設全般への展開

啓発効果の検証

e-learning前後での認識・理解度の変化を調査する
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